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　ここはさいたま市見沼区南中野．「南中野」のバス停から数分のところに，
クリーム色の外壁の２階建ての建物が見えてきました．開設４年目を迎えるの
ぞみホーム（障害のある人のグループホーム）です．社会福祉法人鴻沼福祉会
が運営するのぞみホームは，６人の障害のある人たちの住まいです．障害のあ
る人が暮らす場所や暮らしぶりを本誌で紹介したいと，日中は働きに出ている
皆さんが帰宅する時間に合わせて，のぞみホームを訪問しました．

「楽しい」「安心」のぞみホーム
　玄関を入ると，車椅子でも移動しやすいゆったりとした幅広の廊下，壁際に
は手すり，さまざまな障害に配慮したつくりとなっていました．車椅子でも利
用しやすいように低めに設置されたキッチンでは，夕飯を準備中．卵割りを手
伝っていたのは関口貴子さんです．織物が趣味で，自作の素敵なベストを見せ
てくれました．「のぞみホームでは他の人とケンカすることもあるけれど，楽
しい」と笑顔がこぼれます．明るい笑顔で迎えてくれた上杉明美さんは，桶川
にある「さいたま障害者労働センター」で働いて 20 年のベテラン．仕事が休

特集

地域でともに暮らす仲間たち

のぞみホーム 左から上杉さん，金沢さん，右側が関口さん
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みの日は音楽やビデオ鑑賞をして過ごすのだそうです．３年前からのぞみホー
ムで暮らす金沢知子さんは，言葉は少ないのですが「みんなでいると安心」と
話してくれました．皆さんが寛ぐリビングには，旅行に行った時の写真や，季
節柄ひな人形が飾られ，ホームの温かい雰囲気が伝わってきます．

障害のある人たちの居場所づくりから始まった
　社会福祉法人鴻沼福祉会は，さいたま市
内を中心に，35 年にわたり障害のある人の
働くこと，暮らすことを支える活動を続け
ている団体です．その歩みを，のぞみホー
ムの施設長酒井依子さんに伺いました．
　「1979（昭和 54）年，全国で養護学校（現
在は特別支援学校）の設置が義務化されま
した．ただ，せっかく通学できるようにな
り，力を培っても卒業後の行き先がなく，
障害のある人たちが社会参加できる場はありませんでした．卒業後を在宅で埋
もれさせたくないと，障害児をかかえる親御さんや関係する人たちといっしょ
に日中通える場所をつくろうと始まったのが，鴻沼福祉会の活動です．1981（昭
和 56）年のことでした．親御さんや協力する人たちが街頭募金や物品販売な
どで資金を集めて『つばさ共同作業所』ができあがったのです．
　養護学校を卒業する人だけではなく，行き場がないために何十年も家から出
ていない，という障害のある人たちが地域にはたくさんいました．衝撃を受け
たのは，外出の機会がないために，靴を持っていない人もいたということ．近
所の人とも顔を合わさず，閉ざされた生活を送る人が多くいたのです．そこで，
在宅の人のもとを訪れては『つばさ共同作業所』を紹介しました．小さなプレ
ハブ小屋で始まった『つばさ共同作業所』が，鴻沼福祉会の原点です」

当たり前に働き，暮らすことの実現を目指して
　当初は知的障害のある人のための作業所でしたが，精神障害のある人や中途
障害の人などを受け入れていく中で，働く人が増えていったそうです．
　「友だちができたり，働く中でそれぞれの世界が拡がり，『お給料をもっとた

酒井　依子さん
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くさんもらいたい』『親の力に頼らないで暮らしていきたい』……人としての
欲求が次々と芽生えていきました．そこで，さいたまコープ（現コープみらい）
の協力を得て始まったのが『さいたま障害者労働センター』です．障害のある
人が必要な支援を受け，雇用されて働く仕組みでした．また，家族の『保護』
のもとではなく，自らの力で仲間（障害のある人）が生きていって欲しいと願
い『たかさご荘』という暮らしの場をつくりました．当時はグループホームの
制度もなく，自主事業でした．入居者や親御さんにとって，本人だけで迎える
夜は心配です．そこで何人かの職員が，自分たちも家賃を払って住むことでス
タートしました．斎藤なを子さん（本誌６P）は，同居人第一号でした」

１人１人が生活者
　現在鴻沼福祉会には，障害者生活支援センターの他，５つの働く場がありま
す．市内８か所に点在した暮らしの場では，50 人の仲間が暮らしています．
　「たかさご荘は 30 年の歴史があり，入居者の最高年齢は 83 歳．中には認知
症が進んで歩行の仕方もわからなくなり，入院した方がいました．退院後，30
年来ともに生活していた仲間が彼の部屋を訪れると，涙をこぼしたそうです．
加齢により，徐々にさまざまな能力が低下していますが，長年いっしょに暮ら
してきた人は忘れていない．人間の底力，生きる力を感じました．同時に，今
まで紡いできた人間関係を大事にすることを教わったのです．
　障害のある仲間たちが生活の主体者です．できれば人生の最期まで，その人
らしさがにじみ出る暮らしを大事にしたい．障害のために自分の思いや願いを
言葉に出して伝えられないこともあります．ですから，自分のしたい暮らしを
尊重し，それをどう可能にするか，精一杯考えていかなくてはいけません．み
んな，それぞれ行きつけの床屋さんや美容院があったり，農産物直売所の方と
顔見知りだったりします．作業所でともに働く仲間のご家族が亡くなると，み
んなそれぞれコンビニで買って来た香典袋に名前を書き，香典を持って参列し
ます．年賀状もまとめて作るのではなく，人によっては気に入った写真を付け
るなどして，自分の年賀状を作ります．『１人１人が生活者』という視点が暮
らしの随所にあるところを，私は誇りに思っています」
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社会の多様性を実現するために
　障害のある人たちが暮らす場は，まだまだ不足しています．酒井さんは，こ
うした社会資源の不足など，制度の課題を挙げます．
　「高齢の親御さんの支えで，何とか生活を送る人たちが多くいます．のぞみ
ホームのような暮らしの場の絶対数が不足しているのが現実です．本来職員に
は高い専門性や倫理性が求められる暮らしの場ですが，スタッフの数も足りま
せん．障害のある人たちの所得がとても低いことも大きな問題です．作業所で
働く人たちの工賃は月１～２万円．１人の大人として地域で暮らすには，厳し
い現状があります．
　また，趣味のサークルや公民館の講座へ行きたいと思っても，まだ障害のあ
る人への理解や配慮が十分ではないため，馴染みにくい．いくら地域に溶け込
んで生活をしたいと思っても，地域に受けとめる力がなければそれは難しいの
です．例えば美容院や銀行を仲間が利用して，障害のある人たちと関わること
で理解が広がります．それは障害のある人のためだけでなく，社会の多様性を
つくっていく上でも，とても大事なことだと思います．通勤のために，仲間も
近くのバス停に並びます．地域で触れ合う中で，障害のある人たちのことを理
解していってもらうことも必要ですね．のぞみホームの仲間も，銀行口座をつ
くって自分でお金をおろしに行ったり，近所の整骨院やパーマ屋さんに行った
り……先日は通院先の看護師さんが，道端で仲間を見かけて声をかけてくれま
した．そういったつながりが，少しずつこの地域でも始まっています．これか
ら地域の運動会や防災訓練，清掃活動などにも参加して，地域住民としていっ
しょにいろんなことに関わらせてもらえたら……と思っています」

　障害のある人たちが地域の中で，当たり前に働き，暮らせる社会を目指して
活動してこられた鴻沼福祉会．のぞみホームで活き活きと暮らす皆さんの姿は，
仲間の願いや思いとともに活動を拡げてきた，鴻沼福祉会の歴史そのものであ
るように感じました．これからも同じ地域の一員として，１人１人の障害のあ
る人たちの豊かな暮らしを実現するために，ともに活動を続けていきたいと思
います．　　　　　　　　　　　　　　　（取材：小野寺由希，萩﨑　千鶴）
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　さいたま市内の中央区，見沼区を中心に障害のある人たちの支援活動を展開
する鴻沼福祉会で働く斎藤なを子さん，北浦和生まれの北浦和育ち． 
　斎藤さんは，県立浦和第一女子高校に進学，高校時代に知的障害のある子ど
もたちの入所施設に関わる．「知的に重度の障害がある人たちが年齢を超過し
て何十年もそこにいて，異臭と暗いイメージが強烈でした．この姿をどう捉え
たらいいのか，とずっと考えていました．そして，糸賀一雄さん（日本の社会
福祉の父と呼ばれる）の『この子らを世の光に』という言葉に出会い，障害者
であるという前に１人の人間だという主張に共感したのです」
　高校卒業後，日本女子大学に入学．３月まで放映されていた NHK の朝ドラ

「あさが来た」にも登場する創設者成瀬仁蔵の思想を学ぶ．「母校が朝ドラで取
り上げられて，誇らしい思いでした．成瀬仁蔵の『女子の前に人間である』と
いう思想は，『この子らを世の光に』とつながっていたのです」と語る．
　大学時代から，鴻沼福祉会の前身となる活動に加わり，卒業後いわゆる無認
可作業所の職員となり，現在は鴻沼福祉会を牽引しつつ，さいたま市内に留ま
らず，全国に海外にその活動は広がっている．でも原点にあるのは「仲間（障
害のある人）が主人公」という思いなのだ．
　やどかりの里との付き合いも古く，やどかりブックレット障害者からのメッ
セージ「自然体の自分を見つめて」（1999 年）に鴻沼福祉会の仲間たちが登場し
たことがきっかけになり，その後さいたま市の障害者施策のことをいっしょに考
えてきた．斎藤さんは，やどかりの里の魅力は「まず第１に女性ががんばって
いること，すっと溶け込める雰囲気があること，そして，障害のある人が真ん中
にいるということですね」とにっこり笑って話してくれた．　（記　増田　一世）

やどかりの里の仲間たち・16

「仲間が主人公」が原点

斎藤なを子さん（社会福祉法人鴻沼福祉会常務理事）
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　週末に農のある暮らしを体験できる学校として，2012（平成 24）年，三芳町
に農業体験スクールソラシドが開校しました．やどかりの里からも職員２名が
受講し，自然栽培の基本知識と栽培技術の基本を学んでいます．
　縁あって，ソラシドとの共催で「自然栽培と食」をテーマにしたワークショ
プを開講することになりました．場所は，大宮区天沼町にある喫茶ルポーズで
す．季節の野菜を家庭の食卓で，簡単に，美味しく食べられる調理方法を学ぶ
料理教室（全５回）と「美味しいから始まる会」として，自然栽培の野菜を食
べる会（全５回）を開催します．自然栽培は他の栽培方法とどう違うの？　な
ぜ無肥料で野菜が育つの？　無肥料自然栽培の野菜はどうして体にいいの？　
固定種，在来種って何？　旬のお野菜は何？　昔ながらの農家の生活って？　
他にも保存食や発酵食のお話など，食を楽しみながら，農と食に関する基礎的
な知識についても学べる内容になっています．
　ワークショップを通して，「おいしい（食べること）は幸せ」「楽しい（笑っ
て食卓を囲む）は幸せ」を広げていきたいと思います．やどかりの里の働くメ
ンバーの姿を写した写真展も同時開催．やどかりの里を知るきっかけにもなれ
ば幸いです．たくさんの方のご来場お待ちしています．　　（記　宗野　政美）

よみさんぽ日誌
「自然栽培と食」をテーマにしたワークショップ
食に学び，食を楽しみ，食でつなぐご縁づくり

開催日　１）食べる会：５月22日（日），　６月19日（日），　８月　７日（日），
９月25日（日），10月23日（日）

いずれも 12：00～

２）料理教室：７月17日（日），11月20日（日），12月　4日（日），
１月15日（日），　２月19日（日）

いずれも 10：00～

場所　喫茶ルポーズ　さいたま市大宮区天沼町 1-136-2　Tel048-657-0202
　詳しくは，http://www.sorashido-school.com/　
　または，やどかり情報館（048-680-1891）田中真弓まで
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自然を理解し，共に生きる
あの街
この街

俊一郎が行く・11

田舎の家のその後
　こんにちは！ 本誌 12 号で紹介した祖父の故郷である田舎の家．壁には，壁
紙の補修とにおい取りの効果を期待して漆

しっくい

喰を塗り，引込んだ状態のままにし
ていた襖

ふすま

は表面がカビてしまっていたので柿渋を塗り，ようやく部屋の空気の
不快感がなくなりました．傷み始めている軒

のきいた

板の交換など，まだまだ気になる
ところも多いですが，半年かけてようやく落ち着いてきました．

なんにもない　なんにもない
　それまでは，家についてもしばらく換気しないと落ち着かず，掃除や片付け
などやることも多く余裕がなかったのですが，秋になって落ち着いてみると，
やることがない．どうしたものかと思いつつ，向かいの山の上の畑に行ってみ
ました．幼い頃に何度か収穫の手伝いをしたこともある小さな畑は，畝

うね

も姿を
消し，得体の知れない蔓

つる

植物が地表を覆っていました．よく見ると，その蔓に
は拳

こぶし

大の実がなっていました．調べてみると「隼人瓜」というウリの仲間．も
ともとは外来植物の隼人瓜は実のなり方も豊かで，旺盛な生命力を感じます．
以前は何種類もの作物が整然と植えられていた畑が駆

く ち く

逐されているような悪印
象を抱きつつ，いくつか収穫．うんざりするほどなっていた隼人瓜は，それ

を喜べるほど大量に食べられる物ではありませ
んでした．ただ「この畑はこのままでは荒れて
しまう」という危機感を抱かせてくれた存在で
もあります．そして，今まで人の手が入ること
で，この山の中でも畑として存在してきたこと
を知りました．とりあえず春を待ちます．

農という言葉
　「農」という言葉は身近でありながら，その語源について改めて調べてみま
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都
とまつり

祭俊
しゅんいちろう

一郎
1975 年生まれ．生まれも育ちも，東京の下町．
エンジュの新築の他，保育園や幼稚園の設計（新築及び改修）
を複数行う．（写真　新　良太）

した．上に書かれている「曲」という字は森や林を示し，下の「辰」という字
は，それらを切り開く道具を意味するらしい．漠然と土に種を蒔けば作物が得
られるように考えていましたが，畑は耕さなければ森に帰ってしまうのです．

春が来て
　春が来ました．意を決して鍬

くわ

を片手に山の畑に向かいます．地面を覆い尽く
していた隼人瓜はすっかり枯れて，今度は全面ツクシに覆われていました．祖
父が野菜を植えていた記憶がある場所に，鍬を入れてみます．数年は放置され
ていたかもしれませんが，元々畑だった場所は，石などに邪魔されることもな
く耕しやすい．まずは土を起こして，雑草を取り除こう．そして，放置すれば
また生えてきてしまう隼人瓜を取り払おう．冬眠していたのでしょうか，耕し
ていると土の中からカエルやミミズが現れてきました．こいつらのおかげで，
相変わらず耕しやすいのかもしれません．

ジャガイモ
　枯れた蔓の片付けや意図せず生えてきてし
まった小木などを取り払い，決して広くはない
面積を耕したら，一通り手を入れた転居先のよ
うに畑が少し身近な存在に感じられるようにな
りました．農の知識はまるでありませんが，ま
ずはほうっておいても育てられる作物と教えて
もらったジャガイモを植えよう．畑の脇にはカ
ボチャも……うまくいくかはわかりません．もし失敗したとしても，この行為
が自分と畑，そしてそれらを取り囲む自然を理解し，共存する道しるべになる
ような気がします．
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栄養バランスのとれた食事をお届けし続けて
　エンジュは，昼食と夕食の弁当づくりを行っています．昼食は，見沼区と大
宮区に宅配を行い，夕食は，さいたま市在宅高齢者等宅配食事サービス事業

（大宮区・見沼区・緑区の一部）の委託を受け，調理・配送しています．また，
やどかりの里に登録している精神障害のある人たちにも提供しています．
　弁当宅配に関する，調理，洗浄，盛付，配達，電話応対，事務など，さまざ
まな仕事を精神障害のある人と職員で手分けして取り組んでいます．

エンジュで働き続けて
　斎藤正文さんは，学生時代に精神疾患を発症，療養を経てエンジュを利用す
るようになりました．開設の頃を知る数少ない１人でもあり，これまでの歩み
を聞きました．「僕は，料理も作れないし，お金の勘定もできないし，弁当箱
洗いならできるかな，と思ってエンジュで働くようになりました．とにかくた
いへんで，最初は工賃が今の半分以下の時給 200 円だったこともあって，気持

ちも疲れて午後３時くらいになると幻聴（そ
の人にしか聞こえない声や物音）が聴こえ
て，翌日遅刻することもありました」

お客様の「ありがとう」に励まされて
　斎藤さんは，仕事を始めた頃は洗浄の仕事
専門でしたが，徐々に配達や受付の仕事をす
るようになりました．特に配達は，お客様に

あなたの街のやどかりさん
エンジュ

多くの人に利用されるエンジュに

第16回
エンジュは，精神障害のある人たちの働くことを支える事業所で，高齢者
向けの弁当宅配を行っています．障害のある人も弁当事業の担い手となっ
て生き生きできる職場になれば，という願いから出発しました．1997（平
成９）年７月に中川（見沼区，当時大宮市）でスタート，2012（平成 24）
年の南中野（見沼区）への移転を経て，20周年を迎えようとしています．

斎藤　正文さん
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失礼なことをしてしまうのではないかと躊
ちゅうちょ

躇していました．「（配達に行って）
お客様に『ありがとう』と言葉をかけてもらって心強かったです．また，いっ
しょに働いている人たちといろんな話をして，人と関わることや仕事の仕方な
どを教わり，経験を積んだことが仕事にも活きていると思います」

もっとエンジュを利用してもらいたい
　仕事でいろんな人と関わりながら成長してきた斎藤さん．今後の抱負を，
　「前のところも古臭くてよかったかな．移転して大きくなって働く人も増え，
いろいろな人がいるけど柔軟に対応して，チームワークよくやっていければい
いです．売上が伸びて工賃が上がって，障害年金と工賃で暮らせるようになり
たい．エンジュは弁当宅配だけでなく，お惣菜販売をしたりして，もっと地域
の人たちに気軽に利用してもらえるようになればいいな」と語ります．
　弁当づくりを通じて，多くの人とつながりながら，働く人も成長していま
す．地域の人たちに「エンジュがあってよかった」と言われるように，これか
らも頑張っていきたいと思います．　　　　　　　　　　　（記　永瀬恵美子）

第16回
エンジュは，精神障害のある人たちの働くことを支える事業所で，高齢者
向けの弁当宅配を行っています．障害のある人も弁当事業の担い手となっ
て生き生きできる職場になれば，という願いから出発しました．1997（平
成９）年７月に中川（見沼区，当時大宮市）でスタート，2012（平成 24）
年の南中野（見沼区）への移転を経て，20周年を迎えようとしています．

　弁当を利用いただいている方の中には，エンジュ開設間もない頃から昼食をとり続
けてくださっている人がいます．そのお１人，見沼区にお住まいの高橋隆亮さんから，
メッセージをいただきました．「健康を守るために食生活に気を付けたい，という思
いでエンジュ弁当をとっています．おかずはよく研究されていると思います．エンジュ
の弁当が，土日も含めて毎日配達してくれるようになるといいですね．よいものを作っ
ていると思うので，近所で必要な人がいれば，紹介していきたいと思っています」
　こうした人たちの声に，エンジュで働く人たちが支えられています．
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インタビュー
つながる

　松田定修さんは，やどかりの里が
運営する「大宮東部活動支援セン
ター」「すてあーず」「エンジュ」に
所属し，エンジュの弁当配達を終え
るとすてあーずの物品販売に出かけ
るなどひっぱりだこの存在．もとも
と飲食店を営んでいた松田さんが，
お店をたたんでやどかりの里で働く
ようになって 13 年目を迎えます．や
どかりの里との出会いを振り返って
いただきました．

やどかりの里との出会い
　「仕事を辞めてから，しばらくはぶ

らぶらしていようと思っていたんで
すが，だめでしたね……１か月もも
たなくて．結局ハローワークに行っ
て，とにかく『年齢不問』という求
人を探したら『大宮東部活動支援セ
ンター』がありました．採用面接に
行った時，昼間なのに横になってい
る人や若い女性がいたりして，正直，
よくわかんないところに来ちゃった
かな，と思いました．やどかりの里
というのも，精神障害のある人のこ
とも何も知識もなかったのですが，
自宅から近いし，この年で雇っても
らえれば，と思いました」

松田　定
さだのぶ

修さん
（やどかりの里　非常勤職員）

やどかりの里に出会い，新
しい世界を知りました

松田さんといっしょに配達に行っているメンバーからのメッセージ

　「松田さんは，どんな人にも心を開いてくれるように思います．私は人
と接する時に緊張してしまうのですが，松田さんは最初から安心感があり
ました．配達の際，新規のお客さんのところには先に行ってくれたりして，
とても心強く，リラックスして仕事ができます．私が安心して配達を続け
られるのも松田さんのおかげです．これからもよろしくお願いします」
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メンバーと出会って
　「メンバー（精神障害があり，やど
かりの里を利用している人）といっ
しょに配達や販売に行ったり，メン
バーの家に弁当を配達したりして，
だんだんと精神障害のある人は疲れ
やすいのかな，と知るようになりま
した．弁当を届けて，暗い部屋で布
団にくるまって過ごしている人を見
ると，何とかならないかな，とも思
います．また，メンバーの中には，
仕事が順調になり，働く時間を延ば
しても思うようにいかない時もあり
ます．あきらめないで次の一歩を踏
み出す気持ちをもって欲しい．それ
ぞれ個性があって，それがいいと思
います」

今まで知らなかった世界に触れる
　「メンバーと話したり，やどかり
の里が関わる集会に参加したりする
中で，こんな世界があったのか，と
いう思いを抱きます．2014 年に，精
神科病棟を住まいに転換するという
問題を考える集会に参加しました．
結局家には帰れないんでしょう．自
分の住所が病院になるなんておかし
い．
　知り合いが東村山のほうにいるか
ら，多摩の全生園（国立療養所多摩

全生園，ハンセン病国立療養所の１
つ）の近くをよく通るけど，ハンセ
ン病の人たちがおかれてきた状況と
同じだよね．未だに，精神科病院に
長く入院している人がいるんでしょ
う．やどかりの里で働くようになっ
て，初めて知ることがたくさんあり
ます」

地域で暮らしていけるよう
　「まだまだ精神科病院に長く入院
している人たちがいると思うと，
もっと受け入れ体制が充足するとい
いですね．やどかりの里に期待して
います．やどかりの里の職員は遅く
まで仕事していて，ますますたいへ
んになっちゃうかな．自分としては，
健康で，できるだけ働き続けていき
たいです」

柔軟な姿勢に学んでいます
　多様な人たちといっしょに働く時
の関わりや，臨機応変な仕事ぶりに，
さすが人生の先輩，と思っています．
改めてお話を伺って，やどかりの里
で再スタートを切った後もさまざま
なことを吸収されているんだなあ，
と思いました．やどかりの里の事業
所だけでなく，配達などで地域を駆
け巡る松田さん，いつも助けられて
います．　　　　（記　永瀬恵美子）



「熊本地震」募金協力のお願い
　九州地方に甚大な被害を与えた「熊本地震」．犠牲になられた方に心よりお
悔み申し上げるとともに，被災されているすべての方にお見舞い申し上げます．
　障害のある人たちの支援活動を展開するきょうされんでは熊本地震への募金
を呼び掛けています．みなさまのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします．

郵便振替　口座名義：きょうされん自然災害支援基金口
　　　　　口座番号：00100-7-86225

「自然栽培と食」がテーマのワークショップ

○　自然栽培の野菜を食べる会／５月 22 日（日），６月 19 日（日），８月 ７日（日），
９月 25 日（日），10 月 23 日（日）／ 12：00 ～

○　料理教室／７月 17 日（日），11 月 20 日（日），12 月 4 日（日），１月 15 日（日），
２月 19 日（日）　／ 10：00 ～

場所　喫茶ルポーズ（さいたま市大宮区天沼町 1-136-2）　048-657-0202

詳しくは，やどかり情報館（048-680-1891）田中まで

あゆみ舎が使用済みPCの回収を始めました！
不要になった PC・携帯電話・スマホを無料でご自宅へ引き取りに伺います。持
ち込みも大歓迎です。データ消去作業は株式会社アンカーネットワークサービス

（http://www.anchor-net.co.jp/）が責任をもって消去いたします。

問い合わせ先　あゆみ舎
〒 330-0804　さいたま市大宮区堀の内町 1-37-103　℡　048-648-2555
受付時間　月～金（祝祭日は除く）9：00-18：00

楽器提供のお願い
使わなくなった楽器（フルー
ト，クラリネット，ギター，
ベース…）を提供してくださ
る方を求めています．

障害のある人たちとの音楽活動に活
用させていただきます．
詳しくは（048-688-8223：宗野）まで
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インフォメーション

 
 

 

 

見沼区障害者生活支援センターやどかり 電話；０４８－６８２－１１０１
大宮区障害者生活支援センターやどかり 電話；０４８－７９５－４７２０
浦和区障害者生活支援センターやどかり 電話；０４８－７９３－６３７３

事務用封筒・名刺・軽オフ印刷のことなら

やどかり印刷

さいたま市見沼区染谷 1177-4
Tel 048-680-1893　Fax 048-680-1894

あなたの街の印刷屋さん

~精神障害のある方、そのご家族の地域の相談機関です～

新刊案内　

やどかりブックレット・障害者からのメッセージ・21

私が選んだ働き方
企業就労した人たちの経験

やどかりブックレット編集委員会　編
阪井　宏一　野口　智子　他　著
2013年１月
定価840円
やどかり出版
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作 者 紹 介
写真家　野口勝宏さん
のぐちかつひろ／写真家．福島県在住．
東日本大震災を機に「福島の花の美しさ
で世界の人々を笑顔にしたい」と「福島
の花」シリーズを制作．福島県観光キャ
ンペーン「福が満開，福のしま」におい
ては JR 東日本のメインイメージに採用
され駅構内・車両を花で彩る．全国各地
での写真展開催の他，病院や福祉施設な
どでの展示も手掛ける．また，2016（平
成 28）年 ５月 14 日に国内就航を開始
する ANA の復興支援「東北 FLOWER 
JET」の機体を東北の花々でデザイン．
全国に明るさを届けたいと活動を続け
ている．野口勝宏オフィシャルサイト
http://noguchi.photo

　表紙： オトメユリ　マーガレット
　山の緑が深まる季節に
　初夏らしいひとときの色どり
　それぞれが　風にゆられて
　光を受けて
　あしたへの思いをつないでいる

題字　宗野文さん
　学生時代から書道が大好きで，子育
て中の今，我が子とともに習字に再挑
戦中．やどかりの里の作業所「すてあー
ず」所長．見沼区南中丸在住．

　公益社団法人やどかりの里は，この

大宮見沼界隈で障害のある人たちとと

もに地域で生きることを目指して活動

を続けています．私たちは長年この地

域で活動し，地域の皆さんに支えてい

ただいてきました．

　そして，この地域の人々が織りなし

てきた歴史・文化，守り育ててきた自然，

地域に根づいた事業等々をもっと知り

たいと思うようになりました．合わせ

て，やどかりの里のことも皆さんにもっ

ともっと知っていただきたいと「大宮

見沼よみさんぽ」を創刊いたしました．

「大宮見沼よみさんぽ」編集委員一同


